

































Messages for Prof. Masahito Ando’s Retirement

















































































































































 清原和之（2015 -2017年度 助教）
安藤正人先生と直接お会いしたのは私が2015年4月に着任してからのことです。
いや、本当は2014年の日本アーカイブズ学会大会の際にお見かけしていましたが、
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返してくださったことにびっくりし、「ここでやっていける気がする」と思ったのでした。
　ご退職の年には、音声読み上げ機能を使って論文を読まれていて（修士論文
11本、博士論文指導も！）、どうしてそんな事ができるのだろうかと、ものすごく驚きまし
た。きっと先生の頭の中では、大事な事柄が鋲で留められて星座のように全体
像を形作っているに違いない、と私は想像しています。一度そう考えると、先生は
いつも、人、研究、場所、可能性、あらゆる輝くものを繋ぎ合わせて、大きな星座を
紡ぎ上げていらっしるように思えます。
　先生のご退職の歓送会では、いっしょに送り出していただくという得難い思い出
までいただきました。歴代の院生の皆さんに愛され、多くの先生方と繋がってい
らっしゃるお人柄から溢れ出たような、きらきらと輝くすてきな時間でした。立派な
会であったのに、アットホームな暖かさに満ちていて、たくさんの方 の々笑顔や笑
い声と共に記憶に残っています。
　先生の元で仕事ができたことを、とても幸せに思っています。安藤先生、ありが
とうございました！
安藤正人教授ご退職に寄せて
第2回 ICHORA（アムステルダム、2005）にて
安藤先生還暦祝いにて［2011年10月15日］
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